
❶❶❶【主催】第 26回市民環境活動報告会実行委員会 （・NPO神奈川県環境学習リーダー会・NPOかながわ環境カウンセラー

協議会 

・かながわ地球環境保全推進会議） 【後援】神奈川県、横浜市温暖化対策統括本部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 総会を開催 

■ 特集（４面）：「植物との触れ合い」の勧め 
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●当会の会員数（2025年７月１1日現在） 正会員：46名、賛助会員：1名、合計：47名 
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「会員活動とチーズよもやま話」では、国内外の牛乳

とチーズの生産量、各国での生産の特徴などクイズを交

えたユニークな講演がありました。また、当会の会員活

動として環境体験教室に対する子どもたちの好奇心に

応えていきたいと報告されました。 

総会では、始めに吉岡代表理事が挨拶、来賓の神奈

川県環境科学センター所長、加藤陽一様からご挨拶を

いただき、世界の環境問題は様々な要因が混在してお

り、持続可能な社会を目指して行くなかで、当会との連

携などについて述べられました。続いて、総会審議が行

われ、令和６年度の事業報告と決算書、監査報告、令和

７年度の事業計画案と予算案、令和７年度の役員候補

について代表理事から提案説明があり、各議案とも満

場一致にて可決承認されました。 

神奈川県環境学習リーダー会の令和７

年度の総会が５月２３日、「かながわ県民

センター」において開催されました。その

概要について報告いたします。 

総会に先立ち恒例の会員による講演会

が行われ、今年は三田重雄理事の「水ロケ

ット10年のまとめ」と、岡田佳男運営委員

の「会員活動とチーズよもやま話」でした。 

「水ロケット１０年のまとめ」では、水ロケッ
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トが飛ぶ原理、発射実験場の準備、教室でのロケット工作、ロケ

ットの水漏れとその改善に至る苦労、ロケットが飛んだ瞬間の子

どもたちの感動の様子など、動画を交えて講演されました。 

 

 

 「総会」会場 

https://kankyo-leader.org/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はまぎん こども宇宙科学館 

洋光台サイエンスクラブ   4 月～6 月 環境体験教室  横浜こども科学館担当 石原靖文 

 

本年度は全４２教室が計画され、この内４月～６月には１８

教室の開催が予定されました。１教室が雨天中止になり、開催

した１７教室について報告します。教室の詳しい内容はホーム

ページからご覧ください。（下部「QR」から検索） 

環境体験教室は、大別すると「植物」と「生き物」分野の生態

系と、「環境工作」分野の工学系体験教室を開催しました。 

■「植物系」分野の教室は、「植物ジュニアレンジャー講座」と

「花だんご」教室を開催しました。植物ジュニアレンジャー講座

は、子どもたちが植物の生態系に触れ、植物の不思議さや観

察の楽しさを実感し、その経験を伝え広げる動機付けが狙い

です。入門講座と実践講座で構成され、入門講座の「めざせ植

物ジュニアレンジャー講座」は、３教室を開催し、春の植物、植

物の歴史や自然のつながり（生態系）を学び、様々な植物の不

思議さを観察体験しました。自然と触れ合うシェアリングネー

チャーではルピナスの種の鉢植えや植物版画などを体験しま

した。実践講座の「植物ジュニアレンジャー活動講座」も３教↘ 
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No. 教 室 名 称 開催日（曜） 講師名前 

１ 
めざせ植物ジュニアレンジャー(1) 

身近な春の植物たち 
4月 12日(土) 吉岡嗣二郎 

２ 体温でも回るソーラー風車を作ろう 4月 19日(土) 三田重雄 

３ 
「動物かくれんぼ」ミニこいのぼりで

保護色実験 
4月 20日(日) 武澤研二 

４ 
植物ジュニアレンジャー活動(1) 

温暖化と植物 
4月 2６日(土) 吉岡嗣二郎 

５ 「花だんご」を作って花を育てよう 

（親子教室） 
4月 2６日(土) 伊藤富男 

６ 色のふしぎ実験「色を分けたり、混

ぜたりしてみよう」（親子教室） 
4月 2７日(日) 長村吉洋 

７ めざせ植物ジュニアレンジャー(2) 

植物の歴史を探そう 
5月１０日(土) 吉岡嗣二郎 

８ あらしの音がするスプリングドラム 

を作ってみよう（親子教室） 
5月 11日(日) 長村吉洋 

９ 夏の生きもの探し、「動物かざぐる

ま」（親子教室） 
5月 1８日(日) 武澤研二 

１０ 植物ジュニアレンジャー活動(2) 

外来種は ほんとにわるい？ 
5月２４日(土) 吉岡嗣二郎 

１１ 和泉川・地蔵原の水辺で生き物 

観察会 【雨天中止】  
5月 25日(日) 石原靖文 

１２ 光のふしぎ実験「偏光万華鏡とマジ

ックボックスを作ろう」（親子教室） 
6月 1日(日) 長村吉洋 

１３ めざせ植物ジュニアレンジャー(3) 

自然のつながり（生態系）とは？ 
6月７日(土) 吉岡嗣二郎 

14 なぜ目は２つもあるの？３D 体感実

験とジオラマ作り 
6月１４日（土) 武澤研二 

１５ 手作りミニ顕微鏡でいろいろな細胞

を見てみよう（親子教室） 
6月１５日(日) 長村吉洋 

１６ 植物ジュニアレンジャー活動(3) 

海岸植物の工夫は？    
6月２１日(土) 吉岡嗣二郎 

１７ ソーラーオルゴールを作ろう 6月２８日(土) 鈴木勝男 

１８ トンボのヤジロベーと自分の体で 

バランス実験 
6月 29日(日) 武澤研二 

 

 

 

⑭なぜ目は 2つもあるの？赤青メガネで３D画像体験 

⑰太陽光でソーラーオルゴールを鳴らす 

 

⑩植物ジュニアレンジャー講座で外来植物を調査 

  

②電灯光でソーラー風車   ➅水性カラーペンの色分離 

 

  
⑮顕微鏡で細胞観察体験 

  

ホームページはこちら 

 

スマホ横向き閲覧がお勧め 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↘室を開催し、温暖化と植物、外来種や海岸植物を学び、温度計で森の

温度を測定し、外来種の生息割合などの調査を実践しました。また、花

だんご教室では泥だんごを作って表面に花の種子を植え付けました。 

■「生き物系」分野の教室は、「動物の保護色」、「夏の生き物探し」、「目

は２つ」、「トンボヤジロベー」教室を開催しました。野生生物の食物連鎖

や、昆虫の生態系について体験しながら動物が生息する森の大切さの

理解を深めるのが狙いです。生き物たちの色は、天敵と餌の関係から身

を隠す保護色であることを学び、保護色の工作実験を行いました。夏の

生き物探しは公園で昆虫を捕獲して観察し、動物イラストのかざぐるま

を作りました。また、自分の体の機能について目で見る不思議実験や、

体の重心バランスなどについて工作や実験を体験しました。 

■「環境工作」分野の教室は、「ソーラー風車」、「色の不思議」、「嵐の

音」、「光の不思議」、「ミニ顕微鏡」、「ソーラーオルゴール」教室を開催し

ました。これらの教室は、太陽の光や熱、空気や音、熱や電気、地球温暖

化やエネルギーなど、様々な基本原理、特徴などを工作や実験で楽しみ

ながら理解を深めました。ソーラー風車では電灯光の熱による上昇気流

で風車を実験、色の実験では水性カラーペンの色分離を体験しました。

嵐の音では、風や雨、雷の現象を学びながらレインスティックなどを作っ

て音を楽しみ、光の不思議では、光の性質を実験で学び、偏光板で万華

鏡を作りました。ミニ顕微鏡は、ビーズの顕微鏡を作って、玉ねぎなどの

細胞を観察。ソーラーオルゴールでは地球温暖化を学び、省エネ実験の

後に、オルゴール工作を行い、太陽光でメロディーを確かめました。 
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県・環境学習研修会で講演 

神奈川県環境科学センター主催の令和7年

度市町村環境学習研修会が６月２０日（金)、

同センターの実習室にて開催されました。 

この研修会の中で、環境学習の実践例とし

て当会の活動を紹介しました。紹介した内容

は、当会の設立、事業の目的、組織体制、事業

活動など。事業活動では自然環境の保全、地

球温暖化の抑制や生物多様性の維持など持

続可能な開発目標を目指して、県内の環境団

体や小学校などで行っている環境体験教室

の内容を紹介しました。 

 

 
現役時代は食品会社に長く勤めていたのですが、大半の期間は医薬品の研究開発に携わ

っていました。その間、今から２０年ほど前に、さる化学会社と共同で生分解性のバイオプラ

スチックの開発を進める仕事に関わり、それが地球温暖化に関心を持つきっかけになりまし

た。当時は世間の関心も今ほどではなく、コストや性能を考えると、本当に世の中の役に立つ

のか、疑問を抱きながら進めていたのが正直なところです。食品会社を定年後に、業務用の

洗剤を開発する会社で研究開発をすることになりました。洗剤はほとんどが下水に流される

ことになるので、その開発の歴史は、まさに環境汚染との闘いで、洗剤業界のこれまでの努

力や、この先、必要なことについて学ぶ良い機会になりました。 

４年前から神奈川県の地球温暖化防止推進員になり、色々と講義や研修を受けたりしてい

るのですが、実際の活動にはいたらず、県の研修で知ったリーダー会に入らせていただいた

次第です。地球温暖化の原因や対策については、いまだに色々と議論があり、小生の友人の

学者にも二酸化炭素が原因ではないと言い切っている人もいますし、世界の大国の取り組み

も、このところ不透明になってきています。自らがさらに研鑽を重ねて、正しい知識を得ると

同時に、未来を背負う子供たちに正しい情報を伝えてゆきたいと思っています。よろしくお願

いします。 

 

 

講演する吉岡代表理事 

“地球温暖化について思うこと” 

” 

PROFILE 

出身地：京都府京都市 

現住所：横浜市金沢区 

生年月：１９５5年 1月 

現役時：食品会社 

洗剤会社 

研究職 

趣味：ゴルフ、日本画 

所属：水・大気部会 

辻 尚志文 

代表理事 吉岡嗣二郎 
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■植物との係わり 

植物に関する講座を行っているせいで、「植物が好きな

んですか」または、「植物のことを研究されていたんです

か」と言われます。確かに自宅には、植物に関する図鑑や

シリーズ化された解説本などでいっぱいですが、特別に

「植物が好きである」とか「植物研究者」を意識したことは

ありません。ただ振り返ってみると身近に植物との「触れ

合いがあった」と言えるかもしれません。幼い頃に実家で

は林業を行っていて近くに製材所があり、炭焼き窯はい

たるところにありました。時が流れ、林業は廃れ実家を離

れると直接的な植物との付き合いはなくなりました。 

植物との係わりができたのは、仕事として公園管理業

務を行ったことです。来園者の方に植物の名前や特徴を

話す機会が多くなり、公園の近くの学校へ授業などで行

くこともありました。これらのことから、当会（神奈川県環

境学習リーダー会）において植物の講座を実施すること

になりました。NHK で数年前、植物学者・牧野富太郎を

モデルにした「らんまん」が放送されたせいか、講座でも

植物に興味を持つ人が増えたように思います。 

■植物ジュニアレンジャー講座のポイント 

当会で実施している講座は子どもたちを対象とした

「めざせ植物ジュニアレンジャー」と「植物ジュニアレンジ

ャー活動」です。この講座の進め方は、「観察」、「解説」、

「伝える」ことを主体に進めています。 

●「観察」においては詳しく見る「ウォッチング」です。この

ことにより、気がつかなかった別の世界が見えてきます。 

例としてイチョウの葉脈を見ると全て二股脈になってい

て、太古の姿(原始葉脈)をそのまま今に残していること

が分かります。また桜では、花以外の葉の付け根あたりに

蜜腺（花外蜜腺）があり、蜜を求めた蟻が葉を守る役割を

見ることができます。 

●「解説」のポイントは植物の知識を伝えるのではなく、そ

の生態の面白さを「感じてもらう」ことにしています。例え

ば「植物には、動物と違い口がなく食べ物を食べません。

どうして大きくなる（成長する）ことができるのでしょ

う？」などと問います。その答えとして「植物のほとんど

は、太陽の光と、空気と水を使って、自分で自分の体を作

ります」などと解説します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「伝える」では「センス・オブ・ワンダー」という言葉があ

ります。自然など自分が目にしたり、触れたりすることに

より、その神秘さや不思議さに感動する「感性」のことを

言います。また、作家の石井桃子さんの言葉にも、「子ど

もたちよ、子ども時代を、しっかりと楽しんでください。お

となになってから、老人になってから、あなたを支えてく

れるのは子ども時代の『あなた』です。」とあり感動は重要

です。「伝える」ことのポイントは感動からの続きで、これ

を他の人にも伝えることにより自然の豊かさ、不思議さ、

面白さを「共有」することにあります。 

■四季折々の草木を楽しむ 

自宅の近くに通称「レンガ道」と呼んでいる緑道があり

ます。ここを散歩しながら観察などをしていると話しかけ

られることがあります。ほとんどの方の質問は「何か珍し

いものがあるんですか？」です。このレンガ道は特別なも

のはなく、四季折々の草木を楽しむことができます。６月

初旬のこの時期は美しいアジサイを見ることができます。

日常のゆるやかな変化とともに四季の変化を楽しみなが

ら 1.2ｋｍほどの道を往復しています。 
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「植物との触れ合い」の勧め 
代表理事 吉岡嗣二郎 

 

 

 

大津から馬堀海岸への緑道 
 

植物と触れ合い講座 
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■教室イベント情報 月日（曜） 開催時間 開催場所 開催担当 

■夏休み子ども環境体験教室（５教室） 
7月 2８（月） 

～8月１日(金) 
10:00～12:00 環境科学センター 各部会 

■つかめる水を作ろう 8月 2日（土） 13:00～15:00 井ノ口公民館 水・大気部会 

■ソーラーオルゴール工作教室 8月 6日（火） 1０:00～1１:３0 横浜市旭図書館 エネルギー部会 

■森のクラフト作りを楽しもう 8月９日（土） 1０:０0～1２:00 
はまぎん こども 

宇宙科学館 
会員教室 

■太陽の光で回るソーラー風車を作ろう 8月１１日（月） 10:00～12:00 
港南台地区センタ

ー 
エネルギー部会 

■「エアバック」と「空気砲」を作ってみよう 8月１３日（水） 10:00～12:０0 
はまぎん こども 

宇宙科学館 
水・大気部会 

■CO２を実験でつかまえてみよう 8月１６日（土） 10:00～12:00 
はまぎん こども 

宇宙科学館 
水・大気部会 

■植物ジュニアレンジャー夏休み体験教室 8月２０日（水） 10:00～12:00 
はまぎん こども 

宇宙科学館 
生物部会 

■温暖化と海の関係を学ぼう 8月２０日（水） 13:30～16:00 環境科学センター 会員教室 

■表面張力ってなあに？石けん舟を作ろう 8月２３日（土） 10:00～12:00 
はまぎん こども 

宇宙科学館 
水・大気部会 

■植物ジュニアレンジャー活動(4)人と自然のつな

がり 
9月６日(土) 10:00～13:30 観音崎公園 生物部会 

■水の電気分解と燃料電池実験（親子教室） ９月７日（日） 1０:０0～1２:00 
はまぎん こども 

宇宙科学館 
水・大気部会 

■人工の雲を作ろう 9月１３日(土） 10:00～12:00 
はまぎん こども 

宇宙科学館 
水・大気部会 

■ミネラルウォーターのちがいを実験で調べてみよ

う（親子教室） 
9月１４日(日) 10:00～1２:０0 

はまぎん こども 

宇宙科学館 
水・大気部会 

■めざせ植物ジュニアレンジャー(5)伝えよう！植

物の不思議とたのしさ 
9月 2０日(土) 10:00～12:00 

はまぎん こども 

宇宙科学館 
生物部会 

■ペットボトルの中にトルネードを作ってみよう（親

子教室） 
9月２８日(日) 10:00～12:00 

はまぎん こども 

宇宙科学館 
水・大気部会 

■海洋プラスチックで万華鏡を作ろう（親子教室） １０月４日(土) 10:00～12:00 
はまぎん こども 

宇宙科学館 
水・大気部会 

■ホバークラフトを作って走らせてみよう（親子教

室） 
１０月１9日(日) 10:00～12:00 

はまぎん こども 

宇宙科学館 
水・大気部会 

■電子回路工作（２）「赤外線で通信しよう」 10月 2５日(土) 10:00～12:00 
はまぎん こども 

宇宙科学館 
エネルギー部会 

 
●定例部会情報 開催月日（曜） 開催時間 開催場所 部会長 

●生物部会 

8月 2０日（水） 

9月 1７日（水） 

10月１５日（水） 
15:00～17:00 

県民センター10階 

ボランティアサロン 
吉田和史 

●エネルギー部会 

8月 2７日（水） 

9月 2４日（水） 

10月 2２日（水） 

勉強会 1５:０0～ 

定例会 1６:０0～1７:０0 

会議室 orオンライン会議  

(フクシア)  

鈴木勝男 

（桑原 清）  

●水・大気部会 適宜、部会メーリング 適時 部会メーリング 吉岡嗣二郎 

 

「環境体験教室へのスタッフ参加」はこちらへ  E-mail : npo.k.leader＠kela1993.org 
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■ 理事会の開催予定 

・８月 8日（金）、９月１2日（金）、１０月１0日（金） 

・１４：３０～１６：００（いずれもオンライン会合） 

■ 令和 7年度 総会報告 

令和 7年度総会を５月２３日（金）、かながわ県民センタ

ー1501会議室にて開催しました。総会に先立って会員に

よる講演会を行い、「水ロケット１０年のまとめ」と「会員活

動とチーズよもやま話」と題した講演は好評でした。 

続いて、総会を行い、出席者、委任状、事前議決権行使

を合わせて３６名の会員により、全議案とも提案通り承認

されました。今年度の役員業務分担は、本誌トップページ

の下段に掲載しましたのでご覧ください。 

 

●本会報は、当会ホームページにフルカラーPDF版にて掲載しています。郵送配送版や展示版はモノクロ印刷版です。 
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中村富士男 
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YES環境教育出前講座 

実験とゲームで学べる温暖化防止 

横浜市環境教育出前講座（YES）の身近な環境体験学

習で、当会が「実験とゲームで学べる温暖化防止」と題し

た教室を６月１４日（土）、「みんなの学び舎」（ザ・ハウス港

北綱島共有ルーム）において実施しました。授業対象は小

中学生４名と保護者１名の計５名。少人数であり家族的な

雰囲気の中で７５分間の教室を行いました。ビデオ視聴に

より地球温暖化のしくみ、原因と省エネの大切さを学ん

だ後、①手回し発電機で４０W 電球つくかな、③電球消費

電力くらべ、④ドライヤー消費電力しらべの３実験によ

り、いろいろな省エネの方法を体験しました。 更に、全員

参加の「暮らし方の違いさがし」ゲームで多くの省エネ項

目を見つけた後、省エネチェックシートへの記入を行い、

今後自分で毎日実践する省エネ目標を決めました。小学

３年生には少し難しい 

内容もありましたが、 

振り返りで確認したと 

ころ要点をよく理解し 

ており、成果があった 

ことが伺えました。 

 

 

エネルギー部会長 鈴木勝男 

■編集後記■  

令和７年５月２３日に当会の総会が開催されました。

２００７年に特定非営利活動法人「神奈川県環境学習リ

ーダー会」として登録されて１９年目を迎えます。令和 7

年度も、環境の保全に寄与することを目的に、受託事業

や協働事業などに積極的に取り組んでいきます。 

この事業の取り組みは、多くの会員の皆様の活動へ

の参加と、会員各自のスキルアップが無くてはおこなえ

ません。また、減少傾向にある会員の増強も大きな課題

です。会員のスキルアップでは「生物部会」、「エネルギ

ー部会」、「水・大気部会」の３部会が主体となって、情報

交換、活動内容の事前研修と勉強会、スキルアップなど

を行っていますので、会員の皆様は可能な限りこの部

会への参加をお勧めします。 

また、広報活動としても、会員の皆様に、事業活動へ

の参加の案内、３つの部会の活動情報などについて、更

に充実した内容をこのサイトを通じて配信してまいりま

す。 

この会報１３１号から、編集を岡田佳男が担当するこ

とになりました。よろしくお願いします。 

「暮らし方の違いさがし」を体験 

STAFF募集 
～体験参加歓迎～  

私たちと、子どもたちへのエコ活動を

しませんか？ 

エコ活動に興味がある方。子どもたち

への工作・実験・自然観察など体験教

室の講師やスタッフ活動に興味があ

る方、未経験でも意欲ある方大歓迎。 
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